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〔要旨〕 

 本書は、京都大学法学研究科により学位認定された博士論文「現代共和主義における法的枠組

みの公共的正統化論」に実質的な加筆・修正を加えてまとめたものである。 

 本書は、法学の中でも、法の一般的特質や理念の解明を目標とする「法哲学」という学問分野

における基礎理論的研究の成果である。本書は、「法の公共的正統性」の問い―市民生活を規律

する法的枠組みが、公共的かつ正統であることをいかにして保障するか―を解明することをテー

マとしており、マキャヴェッリを主な淵源とする「共和主義」の思想を現代に再生することを通

して、この問いに対するひとつの視座を見出すことを目的としている。本書は、以上の問いを解

明するに当たって、従来法哲学の領域で争われてきた「リベラル・コミュニタリアン論争」を素

材として、「公と私の関係」という観点から論争を整理した上で、共和主義がどのようにこの論

争の膠着を脱して、「法の公共的正統性」問題に答えようとしているかを明らかにする、という

形で進められる。 

 本書は、いくつかの学問的意義を有するものである。たとえば、従来法哲学の領域で争われて

きた「リベラル・コミュニタリアン論争」の膠着を打破することが可能になる、ということ。ま

た従来法哲学では手付かずであった「法の公共的正統性」の問題を同定し、それにひとつの視座

を与えることで今後の議論展開を喚起していること、などである。 
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